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　韓国の「私教育」の変遷とこれから
　― 規制の対象から巨大産業へ ―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ― 韓国 ― .............................................　申 智媛
　延長されたフィンランドの義務教育
　　　　　　　　　　　　　　　― フィンランド ― .......　ペトリ・ニエメラ

「土佐の教育改革」の継承と発展 藤田 毅 学習支援事業の法制化に伴う変化と課題 間瀬田 結実

「開かれた、参加と共同の学校づくり」の系譜 三谷 高史

「開かれた、参加と共同の学校づくり」の「学び」大野 公寛

ヤングケアラーの教育保障とその対策 森田 久美子今なぜ「開かれた、参加と共同の学校づくり」なのか 宮下 与兵衛

日本国憲法のもとにおける
「学校の民主主義」とその担い手 坪井 由実

外国につながりのある子どもの教育保障を
進めるためには 高橋 清樹

「教員免許更新制廃止法案」の検討
―研修記録による教員の「個別最適な学び」をどう見るか　.　石井 英真
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